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県内トップを切って新米出荷！ 

あいち米初出荷式が開催されました！ 

海部農林水産事務所

愛知県では、８月上旬から 10 月にかけて「あいちの新米」の収穫が続きます。早場米の

産地である弥富市鍋田では、2022 年８月 12 日（金）に県内のトップを切って今年の新米

が出荷されました。 

この日、ＪＡあいち海部鍋田支店集出荷場で、ＪＡあいち海部、ＪＡあいち経済連の

主催により、あいち米の初出荷式が開催されました。初出荷式には、管内の出荷関係者

のほか、矢野農業水産局長など県関係者も臨席しました。 

一日検査員を委嘱されたあいち米キャラクターの「あぐり父さん」による出荷米の検

査、出席者によるテープカットなどのセレモニーが行われた後、「あきたこまち」8,332

袋（1袋 30 kg）を積んだトラックが集出荷場から出発しました。出荷された米はすべて

１等米で、翌日からＡコープを始めとした県内スーパーで販売されました。 

ＪＡあいち海部鍋田支店管内では､約 266 ha の作付面積のうち早場米の「あきたこま

ち」と「コシヒカリ」が８割近くを占め、「あきたこまち」を皮切りに新米の収穫が始ま

ります。本年産の「あきたこまち」は、４月の気温が高く推移し、田植え後の生育は順

調で、７月下旬からは好天に恵まれ登熟が順調に進んだことから、成熟期は平年よりも

１週間程度早まりました。作柄は平年並みで、品質は良好です。 

消費者交流会（夏休み中の子どもやその家族への新米試食会）は、昨年と同様に、新

型コロナウイルス感染症対策のため中止されましたが、初出荷式の前に来賓による、新

米おにぎりの試食が行われました。 

出発式のテープカット 一等米と格付けする 

「あぐり父さん」 
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三州足助屋敷の「食の学校」での地産地消の取組 

豊田加茂農林水産事務所

豊田市の香嵐渓にある三州足助屋敷では、足助の食文化、昔ながらの食の伝統を参加者

に体験してもらう「食の学校」が年間を通じて開催されています。この「食の学校」は古

民家を再現した薫風亭を会場として利用し、食材は県内産のものを使用しています。今回

は、梅干し作りの講座を通じた地産地消の取組を紹介します。 

１ 三州足助屋敷の概要

  三州足助屋敷は、1980 年に開館しました。ここには、

古民家、作業小屋、水車、井戸、牛舎等があり、山里の

暮らしを再現した体験型の施設です。毎年、春の新緑、

秋の紅葉のシーズンには各地からたくさんの来場者が

あり、この地域にある古い町並みや香嵐渓の絶景ととも

に人気のある観光施設です。 

２ 「食の学校」の内容 

（１）食の体験講座 

会場の薫風亭には料理教室等を開催できる広いス

ペースと設備が整っています。 

ここでは、梅干、甘酒、豆腐、味噌等を作る講座が

開講されています。各講座の定員は、12～15 名で、一

度講座を体験するとリピーターになって何度も受講さ

れる方が多く、時には講座の参加者のほとんどをリ

ピーターで占める場合があるそうです。 

（２）梅干し作りの講座の様子 

６月 14 日に開催された梅干し作りの講座では、14

名の参加者が各自で漬物用の容器を持ち寄り、梅の水

洗いに始まって塩を混ぜて漬け込むまでの作業に取

り組んでいました。 

講師のお話によると、「足助地域では、どの家でも梅

の木を庭に植えてあり、初夏に梅を収穫して梅干しを

漬けることが慣習になっている。」ということでした。 

３ 地産地消の取組

梅干し作りの講座では、梅は新城市産、シソは碧南   

市産など愛知県産の食材を使用していることを説明し

ていました。 

   「食の学校」では、すべての講座で愛知県産の新鮮な

食材を使用していることを PR しており、地産地消を実

感することができる良い機会になっています。 

「食の学校」の様子

三州足助屋敷 

新城市産の梅 

2

地域トピックス



2021 年度京浜市場での愛知県秋冬野菜の販売結果及び提言 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

京浜市場愛知県野菜連絡会（会員会社：首都圏の青果卸売会社 30 社）が、３年ぶりに全

社の集合形式により秋冬野菜販売反省会を開催し、主要野菜の販売概要や提言等が報告さ

れました。 

１ 2021 年度の販売概要 

京浜・関東市場における販売結果は、ＪＡあいち経済連の取扱実績で、例年同様にキャ

ベツが最も数量が多く、次いでトマト、ミニトマト、ブロッコリーと続きました。金額

では、おおばが最も多く、キャベツ、ミニトマト、トマトが続き、ＪＡあいち経済連の

野菜の販売実績のうち、京浜・関東市場のシェアは 40%となりました。 

２ トマト類の販売概要 

主要品目であるトマト、ミニトマトの販売概要は以下のとおりです。 

（１）2021 年作の販売経過 

 ア トマト 

期間を通して入荷量は前年を下

回りました。主力である熊本県産

の入荷量が、黄化葉巻病の発生や

品質低下、低温等により前年を下

回ったことで、全体量も少なくな

りました。単価は、暖候期を含めて

堅調な販売が続きました（図１）。 

販売に関しては、年末にかけて

入荷量が少ないという情報があっ

たため売込価格を高く設定して販

売しましたが、12 月中旬から下旬

は前年並の入荷量があった結果、

滞荷を抱えました。年始以降、まん延防止等重点措置の再発令に加えて冷え込みが厳

しく、荷動きの鈍い状況が続きました。入荷量減・単価高が続き、前年と同様に苦し

い販売となりました。 

暖候期になると、まん延防止等重点措置の解除により業務筋が回復した一方、量販

店では前年を割る状況となりました。入荷量の減少や業務筋の回復により、ゴールデ

ンウィーク明けを除いて近年にない滞荷の少ない販売状況となりました。 
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図１ 東京都中央卸売市場(全市場)の

トマトの入荷量と単価 
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 イ ミニトマト 

年内、年明けを通じて入荷量は

前年並か前年をやや下回る状況が

続いたため、単価は前年を上回る

販売が５月まで続きました（図

２）。５～６月の暖候期についても

重油高騰が大きく影響し、入荷量

が増えても一時的でピークが長続

きせず、大きな出荷の山はない堅

調な販売となりました。 

販売状況は、前年同様に新型コ

ロナウイルス感染症の影響が大き

く、量販店など小売での販売ウエ

イトの高いシーズンとなりました。 

（２）提言 

   産地等での今後の取組について、同連絡会として次のような提言がありました。 

 ア トマト、ミニトマト共通 

・品質の良さや、差別化により最後まで客を離さないようにする。 

→季節ごとに着色を統一する。品質・食味の向上、高位平準化を図る。 

   ・トマト類は味が重要である。 

→他産地より味が良いものを良質な客に売り込み、味の良くないものは売らない

スタンスを徹底する。 

 イ トマト 

   ・５月以降の高温になったときの黄変果が大きな問題である。 

→選果・選別を徹底する。最後まで客を離さない販売が単価にもつながる。 

 ウ ミニトマト 

・量販店はパック主体、バラ主体の店舗とすみ分けができている。 

業務は、パック、バラともに顧客のニーズにより選択されている。 

熊本県産はバラのウエイトが非常に高い。 

→愛知県産はパックでの出荷が求められ、パックでの出荷量の維持・拡大をする。 

（３）今後の取組 

厳寒期は例年、寒さにより需要が減退しますが、厳寒期の消費をどう促すか、消費

喚起をトマト研究会の中でも検討し、企画していきたいと思います。厳冬期に宣伝活

動を行うことで春の販売にもつなげていきたいと考えています。コロナ禍で試食がで

きないということは消費者に食味が伝わりにくいということであり、有効な消費宣伝

を行えないという望ましくない状況が続いていますが、今後、販促活動をしっかり行

い、厳寒期、暖候期の販売につなげていきたいと思います。 
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新しいブランド梨「あいみずき」のデビューについて 

園芸農産課

 愛知県では、県農業総合試験場において、国と共同で 13 年の

歳月をかけて、日本梨の新品種「瑞
ずい

月
げつ

」（品種登録 2022 年２月）

を開発しました。ブランド名を「あいみずき」と名付け、本県の

ブランド梨として普及させることを目指し、高品質果実の生産

や消費者へのＰＲに取り組んでいます。 

 本年度、初めて「あいみずき」が販売されるため、知事会見で

の披露やＰＲイベントの開催など、本格的なブランド化の取組

を開始しました。 

１ 愛知県知事による「あいみずき」の披露

 2022 年８月 15 日（月）に知事が定例会見で、愛知県の新しい

ブランド梨「あいみずき」の名称と、シンボルマークの発表を

行いました。知事は、「あいみずき」について、「非常に甘く、

シャリッとした食感で、おいしい梨なので、ぜひ県民の皆様に

味わっていただきたい」と発言し、ＰＲしました。知事の発言

を受け、多くのメディアに「あいみずき」が取り上げられまし

た。 

２ 「あいみずき」のＰＲ

 ア 名古屋三越栄店でのＰＲイベント 

  2022 年８月 21 日（日）に名古屋三越栄店において、試食イ

ベント及び販売を開催しました。試食された方の多くが、「あ

いみずき」の際立つ甘さや瑞々しさに感動していました。１

玉 1,080 円（税込）で販売しましたが、開始して間もなく完

売するなど、ブランド梨としての地位確立に向け好発進でき

ました。 

 イ イオンナゴヤドーム前店での販売イベント 

  2022 年８月 26 日（金）にイオンナゴヤドーム前店で「あいみずき」の販売を行いまし

た。イオンナゴヤドーム前店には、販売前から消費者の問い合わせが相次ぎ、またイベ

ント当日には長い行列もできる等、異例の注目を集めることができました。 

２玉・100 セットを売り出しましたが、すぐに完売となり、次年度の販売が待ち遠しい

との声をいただきました。 

３ 今後の取組 

 2025 年度の本格出荷に向け、今後も関係機関と連携し、皆様に愛されるブランド梨とな

るよう引き続きＰＲをしてまいります。 

シンボルマーク 

会見の様子 

イベント当日の様子 
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愛知のふるさと食品コンテストの取組について

食育消費流通課 

 愛知県では、県産農林水産物を活用した加工食品を新たに掘り起こし、農林水産物の利

用拡大と生産振興に資することを目的として、1998 年から「愛知のふるさと食品コンテス

ト」を毎年開催しています。 

 今年度は応募のあった 44 商品について、書類による一次審査（技術又は製品の新規性、

県産原料の利用度、独創性、郷土色の豊かさ、包装デザイン、ネーミング、広告宣伝・販

路開拓・価格）を実施し、得点が上位の 15 商品について８月３日（水）に審査会で食味審

査を行いました。 

 審査の結果、「愛知のキムチ」を最優秀賞（知事賞）、「金トビ細切りざるうどん」と

「ささ屋の深海味
しんかいみ

ラーメン」を優秀賞（愛知食品産業振興協会会長賞）に決定しました。 

 なお、最優秀賞の商品を一般財団法人食品産業センターが主催する「優良ふるさと食品

中央コンクール」の愛知県代表として県から推薦します。本県からの推薦賞品は、本コン

クールの最高賞である農林水産大臣賞を 1999 年以降で９回受賞しています。 

１ 最優秀賞（知事賞）の概要 

商品名 愛知のキムチ 

製造者 
大日食品株式会社（東海市） 

http://www.dainichi-foods.co.jp/ 

希望小売 

価格（税込）
200 円前後/パック 

販売店舗 愛知県を中心としたスーパー 

主な原材料
白菜、チキンエキス、魚醤、玉葱、

乳酸菌 他 

商品の概要

・特徴 

・愛知県産の未利用資源(名古屋コーチンエキス、うなぎ魚醤、知多産玉

葱、味噌蔵由来の乳酸菌 LTK-1)をブレンドしたあまうまっなキムチ。 

・昨年の同コンテストで最優秀賞を受賞したうなぎ魚醤「鰻
ばん

能
のう

」とタッ

グを組んだコラボ商品。 

審査講評 

・甘み、旨みがのって味に深みがあり、美味しい。ご飯がよく進む。 

・愛知の魅力がたっぷりと詰まった愛知愛あふれるキムチ。 

・県内の様々な事業者と連携し、食の課題解決（食品ロス削減）にも繋

がる商品。 
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２ 優秀賞（愛知食品産業振興協会会長賞）の概要 

商品名 金トビ細切りざるうどん 

製造者 
株式会社 金トビ志賀（蒲郡市） 

https://kintobi.com/ 

希望小売 

価格（税込）
378 円/袋 (２人前) 

販売店舗 

愛知県を中心としたスーパー 

金トビ志賀直販サイト 

https://www.kintobi.co.jp/ 

主な原材料 小麦粉、食物繊維 他 

商品の概要

・特徴 

・愛知県産小麦(きぬあかり)を丁寧に挽いた細めのもっちりコシのある

うどん。 

・食後の血糖値、血中中性脂肪の上昇を穏やかにする成分（イソマルト

デキストリン）を配合。 

審査講評 

・きぬあかりの特性を引き出した商品。 

・細切りにすることより、つゆが良くからんで美味しい。 

・うどんで機能性食品というのが目新しい。 

商品名 ささ屋の深海味ラーメン 

製造者 
株式会社 笹や Group（蒲郡市） 

https://sasaya-group.jp/ 

希望小売 

価格（税込）
1,620 円/箱(４食入) 

販売店舗 
笹や Group 系列店、直販サイト 

https://sasayagama.base.shop/ 

主な原材料 小麦粉、メヒカリ魚醤、味噌 他 

商品の概要

・特徴 

・愛知県内で唯一沖合底引網漁船を持つ蒲郡市の名物深海魚（メヒカリ）

の魚醤と愛知県産小麦(きぬあかり)を使用。 

・スープ、麺、調味料、パッケージいずれも地元企業との連携にこだわ

った商品。 

審査講評 

・魚のだしが味噌味とうまくマッチして、深みのある味。 

・深海魚の魅力を広める商品になってほしい。 

・情熱と地元愛を感じられる商品。 

 愛知のふるさと食品コンテストの出品商品については、県のＷｅｂページ「いいともあ

いち情報広場」で紹介しています（2022 年度の出品商品は 10 月頃から紹介します）。

https://www.pref.aichi.jp/nousei/iitomo/iitomoaichi/index.html 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2021年実績 ３８９ ３８８ １，０１５ １，０１４ 愛知（１００％）
(１００％) ―

―
2022年見通し ３８５ － １，０２５ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

ほぼ全量を愛知から入荷する。各産地、 毎年のように８月上～９月中旬頃の天候不
平年並の入荷量でスタートし、盆前も安定 順が出荷量に大きな影響を与えており、産地
した入荷となった。一方で、６月の天候の は苦労されていると思う。
影響から、高温障害の出ている産地もある 本年は８月まで天候がよく収量、品質とも
。今後の天候次第だが、順調な入荷を見込 に良好だが、９～10月に台風やゲリラ豪雨等
む。 の天候次第では、収量と品質が落ちる恐れも

入荷量、価格ともに前年並の見込み。 ある。引き続きクレームのないよう、品質維
持をお願いしたい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年主要産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

2021年実績 ２８９ １３４ １，２１４ １，２４３ 愛知（４６％）
（４６％） 茨城（１０％）

静岡（ ９％）
2022年見通し ２６０ － １，５００ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産の入荷は８月下旬に始まり９月か ぎんなんは秋の味覚として業務筋を中心に
ら本格化するが、前年はこの時期に業務需 人気が高く、10月～11月に量販店でも需要が
要が低迷し大幅な安値となった。 高まる。

本年もコロナ禍であるものの、外食等の 愛知産は品質・選別ともに良好であるもの
制限はかけられていないことから需要が期 の、９月は高温、多湿の日が多く、カビの発
待でき、価格は例年近くまで盛り返すか。 生が懸念される。量販店では特にクレーム対

入荷量は、主要２品種の「久寿」は前年 象となるため注意してもらいたい。
並も「藤九郎」は減らすと見込まれる。 また、３Ｌ・２Ｌの顧客とＬ及びＭの顧客

入荷量は前年をかなり下回り、価格は安 はそれぞれ異なるため、出荷見込みについて
値だった前年を大幅に上回る見込み。 階級別での情報発信をお願いしたい。
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名古屋・東京市場における青果物の９月の見通し

８月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ３５，３９８ 243 229 200 北海道 45%
2018年 ３２，７０６ 265 262 242 長野 22%
2019年 ３４，１１７ 235 239 216 群馬 9%
2020年 ３６，０６７ 222 211 217 青森 5%
2021年 ３４，１２０ 246 271 242 茨城 4%

５ ヵ 年 平 均 ３４，４８２ － － －

2022年見通し ３４，７００ － － －

2017年 ２，００９ 97 121 89 青森 55%
2018年 １，９９７ 118 118 111 北海道 37%
2019年 ２，０４５ 84 80 91 岐阜 6%
2020年 １，６５３ 120 102 115 長野 1%
2021年 １，９０７ 94 134 119

５ ヵ 年 平 均 １，９２２ 102 111 104

2022年見通し １，５００ 140 140 140

2017年 ２，４１２ 84 91 92 北海道 99%
2018年 １，７７３ 157 202 218 中国 1%
2019年 ２，１３４ 127 129 103
2020年 ２，４３２ 112 120 110
2021年 ２，６２０ 119 120 96

５ ヵ 年 平 均 ２，２７４ 118 128 118

2022年見通し ２，４００ 130 120 110

に

ん

じ

ん

８９
１９４
１１８
１１４
１１０

１２１

　北海道を中心に入荷する。北海道は６、
７月の天候不順の影響で、昨年よりやや少
なくなる。道東の産地は生育順調、道央の
十勝が小玉傾向となっている。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道を中心に入荷する。各産
地、コスト高、高齢化等による作付面積の
減少に加え、７月の長雨の影響を受け、上
旬は入荷量が少なくなる見込み。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

　北海道、長野を中心に入荷する。野菜全
体において生育は順調で、入荷量、価格は
ともに平年並の予想。一部の品目では、７
～８月の長雨や高温の影響により、入荷量
が前年より少なくなっている。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり下
回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３６

２２０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

９９
１１３
８３

１１１
１１４

１０４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２２３
２５７
２３１
２１７
２５２

名古屋市中央卸売市場
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注）

８月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 １３７，０２３ 261 249 212 北海道 32%
2018年 １２１，２９９ 289 290 267 群馬 15%
2019年 １２４，７８１ 269 255 246 長野 15%
2020年 １２０，７４２ 252 242 254 茨城 7%
2021年 １１５，６６２ 272 307 280 青森 7%

５ ヵ 年 平 均 １２３，９０１ － － －

2022年見通し １１７，０００ － － －

2017年 １１，７６８ 100 109 83 北海道 51%
2018年 １０，２０１ 126 114 108 青森 44%
2019年 １０，１０９ 92 78 91 岩手 3%
2020年 ８，５５８ 115 97 111 群馬 1%
2021年 ８，９７７ 96 117 113

５ ヵ 年 平 均 ９，９２３ 106 103 100

2022年見通し ８，６００ 125 120 115

2017年 ８，６５７ 78 79 88 北海道 99%
2018年 ６，１４８ 151 190 207 中国 1%
2019年 ７，１２２ 115 124 120
2020年 ７，０７５ 114 112 123
2021年 ７，７８９ 118 115 102

５ ヵ 年 平 均 ７，３５８ 113 120 124

2022年見通し ６，７００ 140 140 140

２８５

１４０

 前年及び本年の

２６２

２７０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２４０
２８２
２５７
２４９

　北日本、関東周辺高冷地からの入荷とな
る。８月は北海道、東北で多雨となり、一
部地域では冠水被害が出た。その影響を引
きずり、だいこんやトマトなどでは出回り
が少なくなる見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

前年主要産地（％）

だ

い

こ

ん

９７
１１５
８７

１０７
１０９

１０３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

に

ん

じ

ん

８２
１８３
１２０
１１６
１１１

１１９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

　北海道、青森からの入荷がほとんどを占
める。８月は雨天が多く、生育遅延のほ
か、病害発生や品質低下がみられた。天候
の回復状況次第だが、入荷の伸びが鈍いま
まで堅調な相場が続くか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
生育は順調であったが、８月に降雨が多く
品質低下がみられた。しばらくは入荷量の
少ない状況が続き、高値基調も続くと見込
まれる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

東京都中央卸売市場
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８月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ２，４７０ 120 123 90 長野 98%
2018年 ２，４６８ 99 108 127 北海道 1%
2019年 ２，８２６ 132 90 96
2020年 ３，０２８ 107 82 85
2021年 ２，３８３ 101 178 124

５ ヵ 年 平 均 ２，６３５ 112 114 103

2022年見通し ２，８００ 80 80 80

2017年 ４，５７４ 95 106 92 群馬 59%
2018年 ４，８５１ 84 87 85 長野 27%
2019年 ４，２１６ 102 100 87 北海道 11%
2020年 ４，３６５ 127 106 100 茨城 2%
2021年 ４，５０７ 89 106 112

５ ヵ 年 平 均 ４，５０３ 99 101 95

2022年見通し ４，５００ 90 90 90

2017年 １８７ 860 817 751 岐阜 84%
2018年 １４５ 867 966 872 茨城 5%
2019年 １６６ 932 833 793 愛知 4%
2020年 １５１ 892 999 973 群馬 2%
2021年 ２０５ 980 1,001 757 長野 2%

５ ヵ 年 平 均 １７１ 910 922 820

2022年見通し １６０ 900 900 900

９４６
８８１

８６８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

８３９

 前年及び本年の

９００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に、一部茨城や愛知などから
入荷する。岐阜は作付面積の減少や、高温
の影響による生育不良で、平年より不安定
な入荷となる見込み。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をわずかに上回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

７９７
８９２

は

く

さ

い

１０７
１１３
１０４
９０

１３１

１０８

８０

キ

ャ

ベ

ツ

９７
８５
９５

１１０
１０２

９８

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬を中心に長野、北海道などから入荷
する。群馬と長野は生育良好で、順調な入
荷を見込む。コロナ禍等の影響で、業務で
の荷動きが悪く、販売の見通しが立たな
い。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり下
回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。長野は９
～10月出荷の作付を増やしているため、入
荷量は多くなる見込み。漬物・加工需要に
ついては引き続き厳しい状況となる見込み
で、量販店頼りの販売になる見通し。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場
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８月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 １０，７０１ 117 118 83 長野 91%
2018年 １０，８６９ 103 106 122 群馬 4%
2019年 １０，１７７ 92 90 126 北海道 4%
2020年 ９，５９０ 109 85 96 茨城 1%
2021年 ８，３５０ 118 199 143

５ ヵ 年 平 均 ９，９３７ 107 117 113

2022年見通し ９，５００ 75 85 95

2017年 １７，２５８ 91 104 84 群馬 75%
2018年 １６，８２７ 75 80 79 岩手 11%
2019年 １６，７８８ 102 95 82 長野 7%
2020年 １５，４３０ 145 111 103 茨城 2%
2021年 １６，７２４ 89 114 119 北海道 2%

５ ヵ 年 平 均 １６，６０５ 100 101 93

2022年見通し １７，０００ 75 80 85

2017年 １，０２８ 872 658 584 群馬 34%
2018年 ７９０ 770 987 666 栃木 23%
2019年 ８３２ 879 814 725 茨城 20%
2020年 ６５１ 858 1,073 883 岩手 7%
2021年 ８７５ 991 945 638 岐阜 7%

５ ヵ 年 平 均 ８３５ 877 876 686

2022年見通し ８２０ 970 950 660

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１５０

１１１

８５

９３

 前年及び本年のは

く

さ

い

１０３
１１１
１０１
９６

キ

ャ

ベ

ツ

９３
７８

１０７

９８

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１２０

８６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

６８１
７９８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７９７
９２９
８０６

７９１  前年及び本年の

　長野からの入荷がほとんどを占める。生
育は順調で、品質や結球も問題はない。収
穫ピークに入っていき、潤沢な入荷が続く
見込み。気温低下があれば相場上昇に期待
できるが、現状では厳しいか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

　群馬を中心に、岩手、長野などからの入
荷となる。群馬は定植作業が終了し収穫作
業は順調に進む。生育は順調。岩手は多雨
の影響で病害発生がみられる。総じて入荷
は潤沢で安値基調が続く見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

　群馬など関東高冷地のほか、岩手、岐阜
からの入荷が中心となる。群馬は高温対策
を実施し生育順調。関東の他産地も生育は
順調。岩手は降雨の影響が残る。月の前半
の出回りは少なめも後半に不足はないか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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８月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ９８９ 399 391 392 北海道 53%
2018年 ７７３ 472 533 494 長野 25%
2019年 ９６２ 373 362 399 富山 4%
2020年 ８１６ 367 414 443 中国 3%
2021年 ９３２ 394 433 401 愛知 2%

５ ヵ 年 平 均 ８９４ 399 422 422

2022年見通し ９５０ 360 380 400

2017年 ２，２９７ 222 171 127 長野 96%
2018年 ２，３７１ 179 198 202 茨城 3%
2019年 ２，４７４ 199 216 185
2020年 ２，８３７ 133 117 135
2021年 １，８８７ 259 342 247

５ ヵ 年 平 均 ２，３７３ 193 200 175

2022年見通し ２，３００ 180 170 160

2017年 １，４１９ 373 307 258 北海道 32%
2018年 １，３００ 428 456 407 長野 31%
2019年 １，４７２ 409 312 290 山梨 14%
2020年 １，４７８ 340 377 415 群馬 10%
2021年 １，４０３ 435 439 334 岩手 3%

５ ヵ 年 平 均 １，４１４ 396 376 340

2022年見通し １，４００ 380 380 380

３９３
５００

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

３１０
４３１
３３９
３７５
３９５

 前年及び本年の

３８０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長野などから入荷する。
各産地は高温、干ばつの影響で、入荷が減
る見込み。また、夏秋産地（北海道、長
野）の数量が徐々に減少し、秀品率も落ち
てくる見込み。
　入荷量は前年並、価格は前年をやや下回
る見込み。

３６９

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からほぼ全量を入荷する。長野は９
月上旬までは、天候の影響がなければ順調
な入荷見込みで、中旬以降は天候と気温次
第となる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、長野などから入荷する。愛知県
産以外は順調な入荷見込み。北海道産は順
調な入荷となり、ピークを迎える。富山県
産は各ＪＡで出荷が出揃い、入荷は増える
見込み。
　入荷量は前年並、価格は前年をやや下回
る見込み。

レ

タ

ス

１７１
１９２
１９９
１２８
２７４

１８７

３７６
４０７
４０４

４１３  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

品
目
名
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８月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ５，２４２ 380 375 377 青森 23%
2018年 ４，４７９ 454 535 465 秋田 23%
2019年 ４，６６２ 353 389 412 北海道 18%
2020年 ４，１５３ 348 401 485 山形 7%
2021年 ４，５１３ 393 411 348 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 ４，６１０ 386 421 415

2022年見通し ４，３００ 450 460 410

2017年 ９，３９１ 245 173 124 長野 84%
2018年 ８，３４５ 186 206 199 群馬 8%
2019年 ８，９２８ 206 213 177 茨城 3%
2020年 ９，８２４ 128 109 129 岩手 2%
2021年 ７，１１７ 284 399 257 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，７２１ 206 210 172

2022年見通し ８，９００ 140 150 130

2017年 ７，７９０ 360 280 228 福島 25%
2018年 ６，７１９ 406 410 361 群馬 15%
2019年 ７，９４６ 398 269 260 岩手 13%
2020年 ７，１６１ 295 367 390 埼玉 10%
2021年 ６，８１３ 407 406 299 秋田 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，２８６ 373 342 305

2022年見通し ６，８００ 380 350 320

４１１
３８１

４０７

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　長野を中心に、群馬などからの入荷とな
る。主力の長野は生育順調で安定した入荷
が続く見込み。群馬は高温の影響により小
玉傾向も回復を見込む。入荷は潤沢で相場
展開は厳しく安値傾向が続くか。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

品
目
名

１９３

１４０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

３０３

３３６

　東北産地から関東産地への移行時期とな
る。東北産地は雨天が多かった影響で生育
遅れがあるほか、ピークを過ぎて量を減ら
していく。関東の各産地の生育は概ね順
調。関東産が出回る中旬までは少なめか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

レ

タ

ス

１７５
１９７
１９９
１２２

３６２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３７８
４８４

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２８３
３９５
３０９
３４６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３８５

　青森、秋田等の東北以北産地及び茨城か
らの入荷が中心となる。地域により８月上
旬の豪雨でほ場が冠水するなど東北以北の
各産地で雨天が多いため、天候の回復次第
だが、出回りは少なめの見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

３５０
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８月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ７５６ 340 374 292 山梨 32%
2018年 ５４９ 355 486 414 愛知 24%
2019年 ７８９ 354 365 368 徳島 16%
2020年 ６７０ 288 359 446 茨城 10%
2021年 ５８４ 395 520 416 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ６７０ 345 413 382

2022年見通し ６００ 330 380 400

2017年 １，２９０ 551 480 403 岐阜 66%
2018年 １，１９５ 590 499 494 北海道 13%
2019年 １，２６７ 464 467 540 愛知 9%
2020年 １，３９２ 398 372 467 千葉 3%
2021年 １，１８１ 462 544 564 茨城 2%

５ ヵ 年 平 均 １，２６５ 491 469 492

2022年見通し １，２００ 450 500 550

2017年 ５１３ 1,004 919 836 北海道 69%
2018年 ５７１ 1,022 875 855 茨城 12%
2019年 ５３１ 692 1,026 954 長野 9%
2020年 ６２４ 578 588 721 愛知 4%
2021年 ５１２ 938 962 1,071 青森 2%

５ ヵ 年 平 均 ５５０ 839 863 880

2022年見通し ５８０ 700 800 900

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に茨城、長野などから入荷
する。北海道は、後半に向けて入荷量が減
少し、茨城は中旬がピークとなる見込み。
全体に数量の少ない月となり、価格も高め
に動く見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

９１６
９１９
８７８
６２０
９８６

８５５

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に北海道、愛知などから入荷
する。７月中旬より天候良好で、平年並の
入荷を見込む。７月上旬の高温の影響か
ら、盆明けの花が落ちており、小玉傾向と
なる見込み。
　入荷量は前年並、価格は前年をやや下回
る見込み。

ト

マ

ト

４７４
５３０
４８２
４０５
５１７

４７９

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山梨、愛知、徳島などから入荷する。８
月の高温による成り疲れから、数量は少な
くなり、品質低下で秀品率も下がる見込
み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
大幅に下回る見込み。

な

す
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３７４
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８月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ４，０８４ 364 377 262 群馬 30%
2018年 ３，２８１ 394 507 372 栃木 28%
2019年 ３，６６２ 340 371 416 茨城 22%
2020年 ３，７９５ 259 329 412 高知 6%
2021年 ３，１４７ 349 509 377 岩手 4%

５ ヵ 年 平 均 ３，５９４ 340 412 365

2022年見通し ３，３００ 330 400 380

2017年 ７，２３８ 518 426 359 北海道 21%
2018年 ６，４７５ 516 499 481 福島 15%
2019年 ６，３２１ 473 412 532 千葉 14%
2020年 ７，０１８ 354 339 461 青森 10%
2021年 ５，９０２ 429 547 506 茨城 10%

５ ヵ 年 平 均 ６，５９１ 458 441 464

2022年見通し ６，０００ 500 490 480

2017年 ２，１０７ 963 873 700 北海道 31%
2018年 ２，０３７ 996 830 782 茨城 17%
2019年 １，８７４ 715 886 890 青森 14%
2020年 ２，１１３ 569 570 684 千葉 13%
2021年 １，８３９ 895 968 982 山形 6%

５ ヵ 年 平 均 １，９９４ 827 820 801

2022年見通し １，８５０ 820 810 800

　北海道を中心に、東北、関東産地などか
らの入荷となる。北海道、茨城ともに生育
順調。一部産地では冠水被害や花落ち等に
よる出荷量減少がみられるものの、多くの
産地では順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年並となり、価格は高値だっ
た前年をかなり下回る見込み。

な

す

３３１
４２４
３７２
３２０
４０２

３６７  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　群馬、栃木、茨城など関東産地からの入
荷が中心となる。各産地とも生育は概ね順
調。一部地域では害虫の発生が目立つもの
の入荷量への影響はない。出回りに不足は
ない見込み。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年をかなり下回る見込み。

ト

マ

ト

４２９
５００
４６３
３７４
４８９

４４９  前年及び本年の

４９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道のほか、東北、関東産地などから
の入荷となる。北海道は概ね生育順調。青
森では地域により冠水被害あり出方は少な
い。関東産地は高温障害が一部にある。入
荷量は少なく、高値基調が続く見込み。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ
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８３５
８７３
８２９
６０２
９４８

８１０
 前年及び本年の

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名
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８月１２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ４３６ 460 463 393 北海道 29%
2018年 ４１０ 567 526 523 茨城 26%
2019年 ４３９ 494 544 458 岩手 21%
2020年 ４９３ 497 497 505 青森 15%
2021年 ５１７ 480 480 454 宮崎 4%

５ ヵ 年 平 均 ４５９ 498 501 466

2022年見通し ４５０ 460 460 460

2017年 ２，６００ 114 110 95 北海道 100%
2018年 ２，５７０ 127 127 114
2019年 ２，７７５ 101 100 90
2020年 ３，３０５ 111 107 110
2021年 ２，４２３ 183 188 181

５ ヵ 年 平 均 ２，７３５ 125 124 116

2022年見通し ２，７００ 130 120 110

2017年 ５，５０８ 74 71 71 北海道 96%
2018年 ５，０４４ 101 105 95 愛媛 3%
2019年 ４，８７０ 82 81 77 中国 1%
2020年 ５，７０７ 81 73 75
2021年 ５，９５２ 95 104 105

５ ヵ 年 平 均 ５，４１６ 87 87 85

2022年見通し ５，９００ 90 90 90

前年主要産地（％）品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に入荷する。極早生、早生
品種ともに生育順調で、Ｌ大中心の見通
し。生食向けの道外出荷計画は、５万６千t
となっており、昨年度より多い。
　入荷量は前年並、価格は高値だった前年
をかなり下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

７１
９９
８０
７５

１０１

８５

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に入荷する。各産地出揃
い、順調な入荷で等級はＬ主体となる見込
み。７～８月の雨に対して防除ができてい
ない畑があれば、収量が減る恐れもある。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１０４
１２３
９８

１１０
１８４

１２２

 前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、茨城、岩手などから入荷する。
各産地、高温や集中的な雨により、不安定
な入荷となる見通し。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並となる見込み。
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ン
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４６１
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８月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ２，２６６ 358 363 317 岩手 49%
2018年 ２，１５６ 455 419 427 茨城 30%
2019年 ２，２６３ 420 460 390 福島 12%
2020年 ２，４７６ 416 423 450 青森 8%
2021年 ２，４９４ 420 427 406

５ ヵ 年 平 均 ２，３３１ 414 419 399

2022年見通し ２，４００ 410 400 390

2017年 ７，９４９ 119 105 100 北海道 99%
2018年 ６，３３０ 131 131 120
2019年 ７，１２９ 113 110 99
2020年 ７，５４５ 117 118 121
2021年 ６，２１２ 194 197 189

５ ヵ 年 平 均 ７，０３３ 133 130 124

2022年見通し ６，３００ 150 150 150

2017年 １０，６５１ 80 77 74 北海道 96%
2018年 ９，４４０ 111 110 102 中国 3%
2019年 ９，１１８ 85 86 82 兵庫 1%
2020年 ９，６３５ 87 82 79
2021年 ９，７６７ 106 110 111

５ ヵ 年 平 均 ９，７２２ 94 93 89

2022年見通し ９，８００ 100 95 90

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
生育、肥大ともに順調。一部では気温高と
多雨により病害発生が心配される。Ｌ大中
心の入荷で、潤沢な出回りが見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は高値だっ
た前年をかなり下回る見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
生育は順調であったが、局地的な大雨によ
り掘り取り作業に遅れがみられ、入荷が不
安定となることが心配される。小玉傾向で
出回りは少なめか。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は高値だった前年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

３４５
４３４
４２４
４２８
４１７

４１０  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、茨城、福島、青森などからの入荷
となる。岩手や青森では多雨による日照不
足で着果や肥大が悪く、入荷量は伸びない
か。茨城は、高温の影響で生育不良気味
も、総じて入荷に不足はない見込み。
　入荷量は多かった前年をやや下回り、価
格も前年をやや下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば

れ

い

し

ょ

１０８
１２８
１０７
１１８
１９３

１２９

９５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７７
１０８
８４

 前年及び本年のた

ま

ね

ぎ

８３
１０９

９２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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７月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 １０，００６ 402 414 389 長野 23%
2018年 ８，５２３ 468 426 414 フィリピン 14%
2019年 ８，４６２ 439 414 429 青森 11%
2020年 ７，６４９ 548 513 477 三重 9%
2021年 ８，３４０ 488 467 463 和歌山 8%

５ ヵ 年 平 均 ８，５９６ － － －

2022年見通し ８，４００ － － －

2017年 １，１４１ 539 394 305 三重 56%
2018年 １，５２６ 416 331 268 熊本 23%
2019年 １，２１１ 430 330 292 宮崎 11%
2020年 １，３３１ 459 375 300 佐賀 4%
2021年 １，４１７ 451 339 278 愛知 3%

５ ヵ 年 平 均 １，３２５ 456 352 287

2022年見通し １，４３０ 460 340 280

2017年 ２，２２４ 313 296 291 長野 70%
2018年 １，５１６ 330 329 338 愛知 9%
2019年 １，７１２ 367 373 359 新潟 8%
2020年 １，１２０ 523 508 525 秋田 4%
2021年 １，３３８ 439 409 448 富山 3%

５ ヵ 年 平 均 １，５８２ 379 368 374

2022年見通し １，４００ 430 430 430

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３９９
４３１
４４１
５０８
４６９

４４７  前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ぶどう、なし、りんご、みかんを中心に
入荷する。ぶどうは、シャインマスカット
中心に入荷するため、単価が上がる見込
み。りんごは、青森はサンつがる中心で前
年並、長野は中生品種で前年より多い入荷
を見込む。
　入荷量、価格はともに前年並の見込み。

み

か

ん

３４７
３１２
３２６
３５２
３２０

３３０  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　三重を中心に、熊本、宮崎などから入荷
する。西南暖地が不作のため、数量が減る
見込み。三重の露地は９月中旬よりスター
トする。今後の天候次第では、日焼け果の
発生が懸念される。
　入荷量は前年並、価格は前年をやや上回
る見込み。

な

し

３００
３３０
３６４
５０９
４２９

３７１  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に愛知、新潟などから入荷す
る。各産地順調な生育で、玉は小さいが、
前年並から多い入荷量を見込む。昨年は豊
水以降の品種が不作で少なかったが、本年
は平年並の入荷見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並の見込み。

注：前年４－５月、本年３－６月は入荷なしにつき単価を０円/kgで表記

名古屋市中央卸売市場

0

100

200

300

400

500

600

0

3,000

6,000

9,000

12,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月

本年数量前年数量 本年単価前年単価

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg

数量

t

月

20



８月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2017年 ３７，３８４ 394 395 366 青森 13%
2018年 ３３，７４０ 444 431 414 山梨 8%
2019年 ３２，３４４ 492 462 430 長野 8%
2020年 ２７，１２７ 623 574 525 和歌山 8%
2021年 ３０，８２１ 542 525 507 栃木 7%

５ ヵ 年 平 均 ３２，２８３ － － －

2022年見通し ３２，０００ － － －

2017年 ２，８２４ 688 347 261 宮崎 29%
2018年 ３，３１１ 416 311 268 熊本 27%
2019年 ２，９６９ 498 292 268 佐賀 17%
2020年 ２，８５３ 427 329 291 愛媛 12%
2021年 ３，８１２ 425 296 249 福岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，１５４ 484 314 266

2022年見通し ３，８００ 410 290 245

2017年 １１，４６２ 281 261 239 栃木 31%
2018年 ９，９３８ 298 273 264 茨城 18%
2019年 ９，５４７ 343 331 300 福島 16%
2020年 ６，１４６ 524 484 493 千葉 15%
2021年 ７，０６８ 375 357 382 長野 8%

５ ヵ 年 平 均 ８，８３２ 347 325 316

2022年見通し ７，０００ 370 340 370

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３８４
４３０
４６０
５７３
５２３

４６７  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  なし、りんご、みかん、ぶどうなどが入
荷する。りんごは生育順調で入荷量は平年
並の見込み。ぶどう（ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ）は、栽培
面積の増加により、入荷量は前年を上回る
見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

み

か

ん

３１８
３１１
３０２
３２４
２９１

３０８

３７１

３３１

 前年及び本年の

３１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ハウスみかんは各産地終盤に入り、入荷
量は平年を下回る見込み。露地の極早生み
かんは９月上旬から宮崎、中旬から熊本な
どから入荷始まり、入荷量は前年並の見込
み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり上回る見込み。

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主力の栃木は生育順調で、入荷量は平年
並の見込み。茨城、千葉は、生育期の高温
により小玉傾向となる見込み。福島は、
ひょう害の影響で下位等級の割合が増える
見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに下回る見込み。

な

し

２６０
２８０
３３０
５０４

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場

注：前年と本年の４、５月は入荷なしにつき単価を0円/kgで表記
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切　花　・　鉢　花　の　９　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　８月３１日現在）

2017年 ２，２１４ ５１
実 2018年 １，７０２ ６２

2019年 １，８８８ ６１
績 2020年 １，６９８ ６０

2021年 １，４６８ ６３

１，７９４ ５９

１，５００ ６３

概

要

2017年 ２，００６ ２８
実 2018年 １，５９９ ３８

2019年 １，５９５ ４０
績 2020年 １，３３３ ４１

2021年 １，５０３ ３８

１，６０７ ３６

１，４００ ４０

概

要

2017年 １，１６４ ４４
実 2018年 １，２５９ ４０

2019年 １，１９８ ４７
績 2020年 １，１２９ ４２

2021年 １，０８８ ４７

１，１６８ ４４

１，１００ ４７

概

要

2017年 ９８ １５７
実 2018年 ９６ １３４

2019年 １０１ １３３
績 2020年 １０８ １１６

2021年 １０６ １５０

１０２ １３８

１０６ １４０

概

要

2022年見通し

　長野、福島からの入荷となる。上中旬は出荷が多そうだが、下旬には減少する。下旬は
連休が続き、日柄もいいため、ブライダル需要での引きが高まる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、岩手、埼玉、奈良から入荷する。8月の天候の影響で病害虫が発生してお
り、秀品率が低下している。中旬からは秋彼岸の引合いも出て、堅調な販売が見込まれ
る。

５ヵ年平均

2022年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　長野、北海道中心。比較的大きな山はないが、中旬以降多少増えてくる。輸入品につい
てはコロンビア産は依然として不調であるが、商社は国を変え、荷物を取る動きがあり、
平年並と予想される。

５ヵ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、長野などから入荷。８月の天候から病害虫の被害がでており、秀品率が低下する
と思われる。中旬からは秋彼岸需要もあり堅調な販売が見込まれる。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2022年見通し

５ヵ年平均

2022年見通し

単位：千本、円／本

0

20

40

60

80

100

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本

数量

千本

月

前年単価 本年単価前年数量 本年数量

0

10

20

30

40

50

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本
数量

千本

月

0

25

50

75

100

0

500

1,000

1,500

2,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本

数量

千本

月

0

50

100

150

200

0

100

200

300

400

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本
数量

千本

月

22



2017年 ３３２ １７７
実 2018年 ２８９ １８４

2019年 ３２９ １７０
績 2020年 ３０５ １６２

2021年 ２６８ １８８

３０５ １７６

２７０ １８５

概

要

2017年 ４８３ ７１
実 2018年 ４１０ ８９

2019年 ５１４ ６８
績 2020年 ３１６ ９１

2021年 ２９５ １０４

４０４ ８２

３００ １００

概

要

2017年 ７５７ ６８
実 2018年 ５５５ ６６

2019年 ７１０ ７３
績 2020年 ６２８ ７６

2021年 ６６４ ６９

６６３ ７１

６６０ ７０

概

要

2017年 １，５５５ ４８
実 2018年 １，３４６ ５１

2019年 １，３５２ ５５
績 2020年 １，２１２ ５５

2021年 １，１６５ ６１

１，３２６ ５４

１，１８０ ６０

概

要

2022年見通し

　お盆明けからシュウメイギク、フジバカマ、シンフォリカルポス、フォックスフェイ
ス、実バラなどが遅れているがキビ、ソルゴー、コウリャン、ワレモコウ、コニカル、ト
ウガラシ、花茄子などは順調に入荷する。今年は中秋の名月が9月2週の週末と早く、タカ
ノハススキの出が心配される。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2022年見通し

　愛知、鹿児島、静岡などの国内産に加え、輸入品が入荷する。デンファレはアンナの入
荷も増え、全体的に増加傾向にあるが、白デンについては入荷不安定。オンシジウムも現
状上位等級(４Ｌ)が多いが、次第に下位等級が増加。シンピジウムは主体のエルフィンが
ウイルス蔓延で入荷が見込めず、MIXが中心。カトレアは徐々に増加するが、微増で品薄
感は続く。コチョウランの輸入品は現地での需要が伸び、円安による買い負けの状況で国
内産含め極端な増加は見込めない。

ば

ら

５ヵ年平均

2022年見通し

　愛知、岐阜、三重、山形中心の入荷。暑さの影響で長い物は少なめだが、ＪＡ伊勢の出
荷も再開されて日ごとに品質は良くなる見込み。敬老、秋分の日がらみの３連休が２週続
くので、その期間の需要は例年になく高まると思われる。

ゆ

り

５ヵ年平均

2022年見通し

　オリエンタルは新潟、北海道、埼玉、岐阜からの入荷。８月中下旬は出荷が少なめで
あったが、９月上旬は平年並の入荷となりそう。ＬＡは新潟、埼玉から前年並の入荷を見
込む。鉄砲は兵庫、愛媛からの入荷で例年のような台風被害もなく安定した入荷を見込
む。

枝

も

の

５ヵ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　８月９日現在）

2017年 ２０，０６３ ８３０

実 2018年 １９，９４３ ８４５

2019年 ２３，２８９ ７７６

績 2020年 ２３，５８２ ７５５

2021年 ２１，９９８ １，０８４

２１，７７５ ８５６

２１，０００ １，１１９

概

要

2017年 ２，５６６ ７３５

実 2018年 ２，９６９ ５５６

2019年 ２，０９７ ６５９

績 2020年 ２，１５３ ６５２

2021年 １，３５３ ６９７

２，２２８ ６５２

１，１００ ６７０

概

要

2017年 ５，６４０ ９０５

実 2018年 ５，８１０ ８９６

2019年 ７，８８８ ７５４

績 2020年 ５，５８３ ８７４

2021年 ８，４２８ ８７４

６，６７０ ８５５

８，４００ ８６９

概

要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より多少の減少か。地元愛知はほぼ前年並の予想であるが、遠方に関して
は相場の低迷、運賃の値上げ等もあり減少傾向。
  気温が高いと開花速度が速く、鑑賞期間が短くなりがちの為、固めの出荷でお願いした
い。またバーク生産が多く水切れの可能性がある為、水をしっかり与えてからの出荷をお
願いしたい。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（84.3％）、２位高知
（14.5％）、３位山梨（1.2％）となっている。

５ヵ年平均

2022年見通し

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

　入荷量は前年並か。作付け内容に大きな変更はなく、６号MIXが主体となる。７号以上は
赤・ピンク系が主力の色目となる。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（92.1％）、２位岐阜
（3.8％）、３位長崎（2.3％）となっている。

オ

ン

シ

ジ

ウ

ム

品
目

ド

ラ

セ

ナ

類 　入荷量は前年をやや下回る見込みか。原木類・輸送費の高騰により流通価格は上がると
思われる。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（55.9％）、２位沖縄
8.0％）、３位三重（7.0％）。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2022年見通し

５ヵ年平均

2022年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2017年 ２６，２２５ ４２２

実 2018年 ２１，０９３ ４１５

2019年 ２３，６９０ ４１４

績 2020年 １７，２７０ ４２６

2021年 ２２，０１２ ４５１

２２，０５８ ４２５

２１，０００ ４６７

概

要

2017年 １４５，６８９ １５５

実 2018年 １１６，６０５ １５８

2019年 １７４，７９８ １４７

績 2020年 １１３，３９７ １４２

2021年 １６９，０８６ １５７

１４３，９１５ １５２

１４５，０００ １５５

概

要

2017年 ４８，４０５ １９５

実 2018年 ３６，２９５ ２０５

2019年 ４７，０５５ １９９

績 2020年 ３２，１７１ ２３０

2021年 ３４，９８０ ２４９

３９，７８１ ２１３

３４，０００ ２５０

概

要

2022年見通し

　猛暑の影響で花飛びがあり関東中心に入荷量が減少。８月はほぼ埼玉の山上げ物のみだ
が、９月からは愛知のクーラー物の出荷が始まる。価格面では３.５号～５号の引き合いが
強く、６号以上はやや苦戦か。まだまだ気温が高く花の進みが早いため、蕾固めでの出荷
をお願いしたい。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（51.8％）、２位愛知
（48.2％）となっている。

卸売価格

2022年見通し

　山上げ場で病気が出ており、入荷量は前年より減少か。盆明けより埼玉の山上げ物の入
荷がはじまり、敬老の日に向けピークを迎える。山上げ物の３.５号ポット、４～６号の八
重咲品種の引き合いが強く、価格面でも安定。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（68.5％）、２位岐阜
（17.3％）、３位茨城（12.8％）となっている。

カ

ラ

ン

コ

エ

５ヵ年平均

シ

ク

ラ

メ

ン

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2022年見通し

　入荷量は前年より減少か。９月中旬以降からガーデンシクラメン３号ポットの入荷が始
まり、４号サイズ以上は１０月初旬よりスタートとなる。天候及び残暑の影響にも左右さ
れるが、９月下旬から１０月にかけ徐々に相場も安定、引き合いも強くなる見込み。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（66.7％）、２位愛知
（20.4％）、３位福島（3.6％）となっている。

シ

ャ

コ

バ

サ

ボ

テ

ン

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №591

２０２２年９月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


